
提
婆
達
多

言
葉
だ
が
、

弥
勒
菩
薩
は
あ

文
殊
に
問
ひ
つ

阿
難
尊
者
は
あ

つ
つ

諸
法
空

昔
の
仙
こ
そ
あ

も
今
ま
で
に

こ
の
今
様
は
、
反

多
は
釈
迦
に
よ
っ
て

悪
人
達
多
が
実
は
、

歌
か
ら
よ
り
す
す
ん

る
の
で
あ
る
。「
昔
の

提
婆

〈
提
婆
達
多
礼
讃

の
今
様

は
れ
な
り

天
人
大
会
の
前
に
し
て

つ
説
い
た
ま
ふ
（
六
一
）

は
れ
な
り

慈
悲
の
室
を
住
処
に
て

を
御
座
と
し
て

人
に
教
へ
て
知
ら
し

は
れ
な
れ

法
華
を
弘
め
ず
な
り
に
せ

声
だ
に
聞
か
ず
な
り
な
ま
し
（
一
一
八

実
仮
想
の
形
を
と
っ
て
、
提
婆
達
多
を

成
仏
し
た
と
歌
う
三
五
番
歌
や
一
一
四

前
世
で
は
釈
迦
の
師
で
あ
っ
た
の
だ
、

で
、
達
多
を
中
心
に
据
え
、
そ
の
法
華

仙
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
」
の
「
あ
は
れ

達
多
の
今
様

｜
｜
『
梁
塵
秘
抄
』
法
文
歌
の

昔
の
仏
の
有
様
を

忍
辱
衣
を
身
に
着

め
よ
（
九
五
）

を
持
た
せ
て

と
し
て
お
り

こ
の
一
一

を
讃
え
て
い

今
の
提
婆
達

ば

人
も
わ
が
身

）讃
え
て
い
る
。
達

番
歌
、
あ
る
い
は

と
す
る
一
一
一
番

宣
説
を
讃
え
て
い

」
は
、
奥
の
深
い

き
人
も

な
ど
の
よ
う

る
｜
｜
あ
り

す
と
い
う
型

れ
る
が
、
こ

「
提
婆
達
多
が

と
注
す
る
。

一
性
格
｜
｜
（
承
前
）

不
軽
大

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
訳
で
は

、
提
婆
達
多
へ
の
同
情
が
強
く
訳
出
さ

八
番
歌
は
、
提
婆
達
多
を
こ
そ
中
心
に

る
も
の
だ
が
、
こ
の
表
現
は
、
法
華
経

多
こ
れ
な
り
」
と
い
う
淡
々
と
し
た
記

み
な

救
ひ
て
羅
漢
と
成
し
け
れ
ば

に
、
最
初
に
特
定
の
仏
・
菩
薩
・
聖
人

が
た
く
尊
い
｜
｜
と
い
っ
て
お
い
て
、

の
今
様
が
多
く
見
ら
れ
る
。
一
一
八
番

れ
ま
で
の
注
釈
書
の
う
ち
、
新
編
全

五
逆
の
罪
で
地
獄
に
堕
ち
た
ま
ま
苦

す
な
わ
ち
、
気
の
毒
だ
、
か
わ
い
そ
う

植

木

士
ぞ
あ
は
れ
な
る

我
深
敬
汝
等
と
唱

一

「
感
銘
深
く
思
わ
れ
る
よ
」

れ
て
は
い
な
い
。

据
え
て
そ
の
法
華
経
宣
説

の
、「
時
の
仙
人
と
は
、

述
を
明
ら
か
に
こ
え
た
提

（
一
四
一
）

な
ど
を
「
あ
は
れ
」
で
あ

そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示

歌
も
同
じ
よ
う
に
考
え
ら

集
は
「
あ
は
れ
な
れ
」
に

し
む
こ
と
を
ふ
ま
え
る
」

だ
、
と
い
う
よ
う
な
意
味

朝

子

へ
つ
つ

う
ち
罵
り
悪
し



じ
で
、
阿
私
仙
人
と

寒
林
衣
モ
薄
キ

嵐
ニ
荷
キ
薪
ヲ

洗
フ
利
生
ノ
眼

年
二
年
ノ
苦
行

供
給
走
使
ト
ハ

ヌ
ニ
、
伴
ノ
阿

提
婆
達
多
之
悪

之
智
恵
。

提
婆
達
多
泥
梨

此
経
ニ
ヨ
リ
、

リ
。

悪
人
ト
申
ハ
達

の
よ
う
に
し
ば
し
ば

提
婆
達
多

婆
達
多
へ
の
思
い
入

の
悪
事
を
ま
る
で
忘

は
、
今
様
の
表
現
と

ふ
れ
た
よ
う
な
唱
導

て
い
る
こ
と
を
前
提

調
達
造
逆
罪
受

し
て
も
、
釈
迦
に
こ
と
さ
ら
つ
ら
く
あ

暮
レ
ハ
、
叩
氷
汲
キ
水
、
群
山
ニ
雪
深

。
日
々
勘
責
音
ハ
銘
シ
求
法
ノ
肝
、
年

。
一
日
二
日
ノ
供
給
カ
ハ
、
遙
ニ
一
千

カ
ハ
、
遠
ク
数
百
年
ノ
奉
仕
也
云
々

事
ニ
コ
ソ
言
ハ
メ
。
採
菓
汲
水
荘
厳
ヘ

私
仙
人
、
以
外
ノ
ヒ
ス
カ
シ
ナ
ル
物
ニ

逆
、
観
音
サ
タ
之
慈
悲
。
周
梨
盤
特
之

之
炎
ニ
ハ
、
施
天
王
仏
之
面
目
。

五
逆
ノ
調
達
モ
五
障
ノ
女
人
モ
成
仏
ス（

多
ヲ
手
本
ト
ス
。

見
え
て
い
る
。
釈
迦
に
害
を
及
ぼ
す
点

の
今
様

れ
が
感
じ
ら
れ
、
説
話
や
唱
導
で
強
調

れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。「
洞
」
の
語

唱
導
の
表
現
が
重
な
り
あ
う
こ
と
を
指

資
料
に
お
い
て
、
提
婆
達
多
の
悪
逆
は

と
し
て
、

記
別
於
当
来
。
龍
女
感
畜
身
定
蓮
台
於

た
っ
て
い
る
。

キ
朝
ニ
ハ
、
向
テ

々
ノ
打
捶
ノ
涙
タ

歳
ノ
給
仕
リ
、
一

（『
花
文
集
』）

キ
事
ト
ハ
覚
候
ハ

テ
、
不
可
思
議
モ

最
後
に
、

確
認
し
て
お

題
に
提
婆

掲
出
す
る
。

の
り
の

て
ぬ
る

愚
癡
、
大
聖
文
殊

（
以
上
『
肝
心
集
』）

ル
ト
ハ
説
タ
マ
ヘ

『
法
華
経
勧
進
抄
』）

（『
草
案
集
』）

は
、
前
世
で
も
同

コ
リ
ズ

ケ
ヤ
ケ

カ
ヘ

『
草
案
集
』
で

れ
た
者
で
、

る
。
こ
の
よ

方
が
際
立
っ

さ
れ
る
提
婆
達
多

に
つ
い
て
見
た
時

摘
し
た
が
、
先
に

人
々
が
よ
く
知
っ

無
垢
云
々
。

タ
キ
ク

テ
ハ
ナ

披
ナ
ラ

ヲ
ト
ラ

ル
ア
ヒ

仙
人
ハ

提
婆
品
を
題
と
し
た
釈
教
歌
と
、
説
話

き
た
い
。

品
と
明
記
さ
れ
る
和
歌
の
、
中
世
ま
で

提
婆
品
の
心
を
よ
め
る

た
め
に
な
ふ
た
き
ぎ
に
こ
と
よ
せ
て
や

打
杖
ノ
強
ニ
モ
哭
レ
キ
。
可
得
仏
道
事

キ
モ
悦
カ
リ
キ
。
可
聞
一
乗
期
ノ
至
ヲ

テ
慥
ニ
送
千
才
、
適
聞
一
乗
給
ヒ
キ

は
、
提
婆
達
多
を
傍
線
部
の
ご
と
く

ひ
ど
く
意
地
悪
な
こ
と
ば
か
り
申
し
つ

う
な
記
述
と
比
べ
る
と
、
一
一
八
番
今

て
こ
よ
う
。

ル
シ
ウ
ア
ヤ
ニ
ク
ナ
ル
事
ノ
ミ
申
シ
ヲ

ク

高
キ
峰
ノ
薪
ヲ
拾
コ
ノ
。
此
ヲ

ス
ト
テ
取
捨
ツ
凍
ヲ
タ

イ
テ
フ
ル

シ
ト
モ
不
云
。
八
功
徳
池
ノ
流
ナ
ラ
ス

ダ
テ
ナ
サ
ト
コ
ソ
覚
候
。
乃
至
以
衆
而

起
ヌ
伏
ヌ
セ
サ
セ
給
シ
候
。
サ
レ
ド
モ

集
に
見
え
る
提
婆
達
多
を

の
用
例
の
一
部
を
以
下
に

瞻
西
上
人

が
て
う
き
よ
を
こ
り
ぞ
は

（『
金
葉
集
』
二
度
本
）

近
コ
ト
覚
エ
テ
四
言
詞
ノ

ト
覚
ヘ
テ
、
カ
ヤ
ウ
ニ
ツ

。

（『
草
案
集
』）

、
た
い
へ
ん
心
の
ひ
ね
く

け
た
、
と
ま
で
言
っ
て
い

様
の
手
放
し
の
ほ
め
讃
え

二
キ
テ
ケ
ル
候
。
雲
ヲ
ソ
ケ

哀
ト
モ
不
云
。
占
蔔
檀
構

深
谷
水
ヲ
ム
ス
フ
。
此

ト
テ
キ
ラ
ヒ
返
事
ノ
外
ナ

作
牀
座
等
々
以
身
為
床
ト
、

此
ニ
モ
シ
ヒ
ズ
、
此
ニ
モ



提
婆
達
多

提
婆
品

皆
因
提

☆
あ
り
し
む
か
し

む さ
は
り
お
ほ
み

れ

提
婆
品

☆
よ
そ
に
こ
そ
あ

も
せ
ず

又
人
の

袖
の
う
へ
の
玉

ち
と
せ
ま
で
む

し

提
婆
品

な
に
と
な
く
涙

提
婆
品

☆
み
な
人
を
仏
の

提
婆
品

の
今
様

婆
達
多

わ
れ
み
ち
び
き
し
山
人
を
け
ふ
は
あ
だ

な
み
を
分
け
こ
し
身
を
か
へ
て
蓮
の
上

だ
と
み
ゆ
と
も
千
と
せ
ま
で
つ
か
へ
し

も
と
に
一
品
経
供
養
せ
し
時
、
提
婆
品

の
光
の
ほ
ど
も
な
く
南
の
空
の
月
と
す

す
び
し
水
も
露
ば
か
り
わ
が
身
の
た
め

の
心
を

寂
然

の
玉
や
こ
ぼ
れ
け
ん
峰
の
木
の
み
を
ひ

道
に
い
れ
つ
れ
ば
仏
の
あ
だ
も
仏
な
り

の
心
を
よ
め
る

僧
都

（『
長
秋
詠
藻
』）

と
や
人
の
見
る
ら

遺
和
歌
集
の

薪
を
切
る
こ

焦
点
を
当
て

ら
に
は
一
一

多
を
「
あ
た

に
入
る
と
こ
そ
み

（『
公
任
集
』）

な
か
は
へ
だ
て
し

（『
忠
度
集
』）

の
こ
こ
ろ
を

む
ら
ん

わ
た
つ

絵
画
化
さ

題
材
と
な
る

す
る
こ
と
が

と
お
も
ひ
や
は
せ

（『
千
載
集
』）

法
師

ろ
ふ
袂
に

（『
新
続
古
今
集
』）

け
り

き
み
も

わ
た
つ

た
れ
か

を玉
ゆ
ら

わ
た
つ

覚
雅

行
基
菩
薩
の
歌
同
様
、
水
を
汲
む
こ
と

と
を
入
れ
込
ん
で
い
く
の
が
大
勢
で
あ

る
詠
歌
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
、
☆

四
番
今
様
に
含
ま
れ
る
「
あ
た
」
の
語

」
と
す
る
表
現
は
、
法
華
経
は
も
ち
ろ

報
恩
会
、
提
婆
品

海
の
そ
こ
の
た
ま
も
に
や
ど
か
り
て
南

れ
る
場
面
と
同
様
、
阿
私
仙
人
給
仕
と

。
龍
女
成
仏
に
つ
い
て
は
、
海
、
南
、

多
い
。
阿
私
仙
人
給
仕
を
主
題
と
し
た

仏
わ
れ
も
仏
に
な
る
な
ら
ば
く
る
し
む

み
や
月
は
す
み
ぬ
と
き
く
か
ら
に
お
な

し
ら
ん
わ
が
身
を
人
に
い
ひ
か
け
て
よ

竜
女
成
仏

に
出
で
ぬ
と
見
え
し
海
の
月
の
や
が
て

み
や
や
が
て
み
な
み
に
さ
す
光
玉
を
う

又
聞
成
菩
提

三
、
木
の
実
を
拾
う
こ
と
、

る
。
提
婆
達
多
そ
の
人
に

を
付
し
た
三
首
で
、
こ
れ

が
見
え
て
い
る
。
提
婆
達

ん
、
管
見
の
範
囲
の
唱
導

（
以
上
『
拾
玉
集
』）

の
空
を
て
ら
す
月
影

（『
拾
遺
愚
草
』）

龍
女
成
仏
の
二
つ
が
主
な

月
の
語
を
つ
か
っ
て
表
現

も
の
は
、
先
に
ふ
れ
た
拾

人
は
み
な
の
が
れ
な
む

じ
光
は
猶
山
の
は
に

せ
く
る
浪
の
底
の
ふ
か
さ

南
に
さ
し
の
ぼ
る
か
な

け
し
に
か
ね
て
見
え
に
き



月
〕

提
婆
達
多
は

れ
な
か
っ
た

法
華
百
座
聞
書
抄

提
婆
達
多
に

注
好
選
〔
十
二
世

中
・
第
三

忠
度
や
慈
円
は
提
婆

ず
、
今
様
か
ら
も
触

う
か
。

次
に
説
話
の
中
に

見
に
入
っ
た
提
婆
達

並
べ
、
概
要
を
記
し

往
生
要
集
〔
永
観

提
婆
達
多

資
料
な
ど
に
も
見
当

見
ら
れ
る
。
一
一
四

「
こ
の
釈
教
歌
の
表
現

を
積
極
的
に
支
持
し

い
る
が
、
忠
度
の
兄

れ
た
よ
う
に
、
慈
円

六
万
蔵
の
経
を
読
ん
だ
が
地
獄
に
落
ち

。〔
天
仁
三
年
（
一
一
一
〇
）〕

も
仏
性
が
あ
る
。

紀
初
〕

提
婆
達
多
は
昔
の
阿
私
仙
で
あ
り
、
前

達
多
を
「
あ
た
」
と
す
る
表
現
を
公
任

発
さ
れ
て
自
ら
の
詠
歌
に
取
り
入
れ
た

出
て
く
る
提
婆
達
多
の
姿
を
見
て
い
き

多
を
中
心
に
据
え
た
説
話
に
つ
い
て
、

た
。

二
年
（
九
八
四
）
十
一
月

寛
和
元

の
今
様

た
ら
な
か
っ
た
が
、
釈
教
歌
の
中
に
わ

番
今
様
に
関
し
て
、
新
間
進
一
が
公
任

を
採
り
こ
ん
で
い
よ
う
」
と
指
摘
し

た
い
。
さ
ら
に
、
忠
度
と
慈
円
が
同
様

に
白
拍
子
を
寵
愛
し
た
清
盛
が
い
る
こ

が
今
様
を
創
作
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

る
こ
と
を
ま
ぬ
が

世
の
釈
迦
は
千
年

宝
物
集
〔

巻
二

の
和
歌
の
み
な
ら

の
で
は
な
い
だ
ろ

た
い
。
以
下
、
管

説
話
集
成
立
順
に

年
（
九
八
五
）
四

巻
五

巻
五

巻
五

ず
か
な
が
ら
例
が

の
和
歌
を
引
き
、

て
い
る
が
、
こ
れ

の
表
現
を
使
っ
て

と
や
、
先
に
も
ふ

考
え
合
わ
せ
る
と
、

仕
え

今
昔
物
語

巻
一

巻
一

巻
五

れ
た
。
そ
の
存
在
を

に
、
男
は
大
王
に
告

に
な
る
が
、
事
情
を

ず
に
去
る
。
九
色
の

か
け
た
男
は
今
の
提

治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
後
数
年
間
〕

提
婆
達
多
は
釈
迦
の
脛
を
う
っ
た
。

達
多
で
あ
る
。

｜
第
八
話

大
光
明
王
（
今
の
釈

隣
国
の
王
と
は
今
の

｜
第
一
〇
話

国
王
（
今
の
釈
迦
仏

み
に
耐
え
た
王
に
法

婆
達
多
で
あ
る
。

｜
第
一
八
話

大
河
で
溺
れ
か
け
た

て
法
華
経
を
得
た
。

集
〔
一
一
二
〇

四
〇
年
代
〕

｜
第
一
〇
話

提
婆
達
多
は
仏
と
争

｜
第
二
七
話

提
婆
達
多
は
阿
闍
世

父
を
殺
害
さ
せ
る
。

｜
第
七
話

国
王
を
殺
そ
う
と
し

口
外
せ
ぬ
と
約
束
し
た
の

げ
、
鹿
は
射
殺
さ
れ
そ
う

知
っ
た
大
王
は
鹿
を
殺
さ

鹿
は
今
の
釈
迦
仏
、
溺
れ

婆
達
多
で
あ
る
。

迦
仏
）
を
殺
そ
う
と
し
た

提
婆
達
多
で
あ
る
。

）
を
針
で
突
き
、
そ
の
痛

を
教
え
た
仙
人
は
今
の
提

男
が
九
色
の
鹿
に
助
け
ら

四
い
、
地
獄
に
お
ち
た
。

王
を
そ
そ
の
か
し
、
そ
の

た
羅

大
臣
は
今
の
提
婆



提
婆
達
多

雑
談
集
〔
嘉
元
三

提
婆
達
多
は

釈
迦
の
成
道

巻
一
｜
三

巻
二
｜
五

巻
三
｜
一

沙
石
集
〔
弘
安
六

巻
五
本
（
四

た
。

巻
五

提
婆

第
三

通
常

し
み

鼻
地

私
聚
百
因
縁
集
〔

巻
四

釈
迦

の
今
様

別
の
鹿
王
（
釈
迦
）
は
そ
の
身
代
わ

国
王
の
も
と
に
赴
い
た
。

年
（
一
三
〇
五
）〕

三
逆
を
行
い
、
地
獄
に
堕
ち
た
。

は
提
婆
達
多
の
博
識
に
対
抗
し
た
結
果

昔
、
大
王
（
今
の
釈
迦
仏
）
に
法
を
教

の
提
婆
達
多
で
あ
る
。

阿
難
尊
者
は
兄
の
提
婆
達
多
を
訪
い
、

提
婆
達
多
は
五
百
比
丘
を
さ
ら
っ
て
象

年
（
一
二
八
三
）〕

）
鹿
王
（
提
婆
達
多
）
の
領
ず
る
鹿

ご
も
っ
て
い
る
も
の
が
、
国
王
の
供

達
多
は
第
三
禅
（
色
界
に
お
け
る
四
つ

の
禅
定
に
よ
っ
て
到
達
す
る
境
地
。
離

の
喜
び
を
超
越
し
た
真
の
喜
び
を
感
ず

を
得
た
が
、
そ
れ
も
極
楽
の
楽
し
み
に

獄
の
底
に
匹
敵
す
る
。

正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）〕

は
提
婆
達
多
が
仏
に
危
害
を
加
え
た
こ

り
と
し
て
、
自
ら

で
あ
る
。

殊
更
に
記
し

の
唱
導
資
料

多
説
話
が
見

人
と
し
て
の

前
世
の
釈
迦

え
た
阿
私
仙
は
今

教
化
し
た
。

頭
山
に
籠
も
っ
た
。

の
う
ち
、
子
を
身

御
に
当
た
っ
た
。

『
往
生
要
集

を
免
れ
な
か

抄
』
は
達
多

る
の
だ
、
と

私
仙
人
給
仕

の
禅
定
の
う
ち
、

喜
妙
楽
と
い
い
、

る
と
い
う
）
の
楽

く
ら
べ
れ
ば
、
阿

三
国
伝
記

巻
一

巻
一

巻
七

と
を
恨
ま
な
か
っ

釈
迦

て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
『
花
文

と
同
様
の
形
式
で
あ
る
。『
今
昔
物
語

え
る
が
、
い
ず
れ
も
提
婆
達
多
の
悪
事

達
多
像
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ

と
阿
私
仙
人
の
交
渉
を
語
る
が
、
仙
人

で
、
墓
参
り
を
さ
せ
な
い
よ

怒
っ
て
舎
利
弗
を
殺
害
し
た

』
で
は
、
い
く
ら
多
く
の
経
を
読
ん

っ
た
、
と
達
多
の
悪
の
面
を
強
調
し
て

の
堕
地
獄
を
前
提
と
は
し
て
い
る
が
、

す
る
。『
注
好
選
』
は
、
法
華
経
提
婆

を
語
る
が
、
法
華
経
に
は
見
え
な
い
、

〔
十
五
世
紀
前
半
〕

｜
一

提
婆
達
多
は
釈
迦
と
諸
芸
を

｜
四

昔
、
国
王
（
今
の
釈
迦
仏
）

の
提
婆
達
多
で
あ
る
。

｜
二
八

提
婆
達
多
は
死
後
、
地
獄
に

子
が
そ
の
墓
を
毎
日
廻
っ
た

ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
の
で

と
提
婆
達
多
は
正
反
対
の
方
便
で
、
人

五
集
』
や
『
草
案
集
』
な
ど

集
』
に
は
多
く
の
提
婆
達

を
具
体
的
に
記
し
、
極
悪

れ
る
。
巻
五
の
第
十
話
は

は
九
十
日
の
間
、
毎
日
五

う
伝
え
さ
せ
た
。
弟
子
は

。で
も
地
獄
に
落
ち
る
こ
と

い
る
。『
法
華
百
座
聞
書

そ
の
達
多
に
も
仏
性
が
あ

品
に
記
さ
れ
る
釈
迦
の
阿

仙
人
の
厳
し
い
仕
打
ち
を

争
っ
た
。

に
法
を
教
え
た
仙
人
は
今

堕
ち
た
。
提
婆
達
多
の
弟

が
、
地
獄
で
の
苦
し
み
が

、
提
婆
は
舎
利
弗
に
頼
ん

々
を
救
っ
た
。



今
様
の
名
手
と
し
て

様
を
習
い
、
そ
の
声

は
、
今
様
と
共
通
す

す
る
記
述
も
、
表
現

発
想
の
基
盤
を
同
じ

は
下
る
が
、
今
様
と

「
釈
尊
ノ
成
道
モ
、
提

話
は
後
の
『
三
国
伝

毎
日
五
十
回
と
な
っ

に
み
え
る
、
釈
迦
が

流
れ
を
汲
ん
で
い
る

ま
な
か
っ
た
と
い
う

し
な
か
っ
た
、
と
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

提
婆
達
多

回
あ
る
い
は
五
十
回

っ
た
、
仙
人
の
身
の

と
い
う
、『
注
好
選
』

を
す
る
の
で
あ
る
。

強
調
す
る
意
図
が
あ

の
ひ
ど
さ
、
悪
人
ぶ

名
高
い
こ
と
で
あ
る
。
康
頼
は
後
白
河

の
美
し
さ
を
院
か
ら
評
価
さ
れ
て
い

る
特
徴
的
な
表
現
が
散
見
す
る
が
、
こ

そ
の
も
の
が
全
く
一
致
す
る
と
い
う
わ

く
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い

の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
『
雑
談
集

婆
ノ
知
識
ニ
酬
ヘ
タ
リ
。
皆
怨
ハ
中

記
』
巻
一
第
四
に
も
見
え
る
が
、
そ
ち

て
い
る
。
さ
て
、
次
に
『
宝
物
集
』
を

提
婆
達
多
に
脛
を
打
た
れ
た
と
い
う
話

。
巻
四
に
は
、
釈
迦
が
自
分
を
傷
つ
け

記
述
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
敵
で
あ

う
一
一
四
番
今
様
の
表
現
と
一
脈
通
じ

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
『
宝
物
集
』
の

の
今
様

、
針
で
釈
迦
の
体
を
刺
す
。
水
を
汲
む

回
り
の
世
話
を
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
ひ

に
み
え
る
、
鞭
で
打
つ
よ
り
も
さ
ら

こ
れ
に
耐
え
た
釈
迦
の
、
法
を
求
め
る

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
、
読
者

り
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
、
針
で

院
に
近
侍
し
て
今

る
。『
宝
物
集
』
に

の
提
婆
達
多
に
関

け
で
は
な
い
が
、

だ
ろ
う
か
。
時
代

』
の
記
述
で
あ
る
。

々
知
識
タ
リ
」
と

実
感
的
表
現

の
よ
う
な
悪

た
、
と
か
、

ら
ぬ
達
多
な

た
た
え
る
べ

「
今
日
」
と
い

と
い
う
こ
と

ら
で
は
一
貫
し
て

見
て
ゆ
く
。
巻
二

は
『
注
好
選
』
の

た
提
婆
達
多
を
恨

る
こ
と
を
問
題
に

る
と
こ
ろ
が
あ
る

撰
者
・
平
康
頼
が
、

て
、
説
話
で

て
お
く
。
今

そ
の
後
は
か

の
例
が
見
え

「
白
雲
ノ
洞
ノ

以
上
述
べ

る
と
、

悪

、
薪
を
採
る
と
い

た
す
ら
針
で
刺
す

に
ひ
ど
い
仕
打
ち

気
持
ち
の
強
さ
を

に
は
、
提
婆
達
多

さ
さ
れ
る
と
い
う

あ
り
、「
あ
た

っ
て
仏
道
へ

ト
調
達
ト
必

て
、
提
婆
達

積
極
的
に
尊

ま
た
、
先

、
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
ま
ず

人
に
関
心
を
寄
せ
、
悪
人
で
も
実
は
前

来
世
は
仏
に
な
る
の
だ
、
と
か
、
法
華

の
だ
、
と
い
う
よ
う
に
、
一
首
の
中
心

き
側
面
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

っ
た
語
で
、
過
去
の
物
語
と
現
実
の

。
さ
ら
に
、
第
三
点
目
と
し
て
「
洞
」

は
阿
私
仙
人
の
住
処
を
ど
の
よ
う
に
表

様
以
前
で
は
『
注
好
選
』
に
「
仙
の
室

な
り
下
っ
て
、『
私
聚
百
因
縁
集
』
巻

る
。『
三
国
伝
記
』
巻
一
｜
四
の
「

裏
ニ
ハ
禅
席
ノ
石
既
に
旧
ク
」
と
あ

て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
提
婆
達
多

人
提
婆
達
多
へ
の
共
感
、

仏
の
世
界

」
と
い
う
言
葉
を
つ
か
っ
て
、
そ
れ

導
く
こ
と
が
あ
る
の
だ
、
と
し
て
い
る

ズ
出
世
シ
テ
順
逆
ノ
方
便
ニ
テ
、
世
々

多
の
悪
行
も
方
便
だ
と
す
る
把
握
、
す

ぶ
よ
う
な
把
握
が
見
え
る
。

に
見
た
、
阿
私
仙
人
の
住
処
を
「
ほ
ら

、
第
一
点
は
、
提
婆
達
多

世
で
は
釈
迦
の
師
で
あ
っ

経
を
説
い
た
の
は
ほ
か
な

に
達
多
を
置
い
て
、
そ
の

。
第
二
点
目
に
「
わ
れ
」

自
分
た
ち
を
重
ね
て
い
く

と
い
っ
た
具
体
性
の
あ
る

現
し
て
い
る
か
を
確
認
し

」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。

一
｜
三
に
「
阿
私
仙
の
洞
」

仙
室
」
を
形
容
す
る
中
に

る
。の

今
様
の
特
徴
を
ま
と
め

へ
の
一
体
化
、

具
体
的

六
が
か
え
っ
て
善
知
識
と
な

。
さ
ら
に
「
在
世
ニ
釈
尊

ニ
済
度
シ
給
フ
」
と
あ
っ

な
わ
ち
提
婆
達
多
を
よ
り

」
と
す
る
表
現
に
関
連
し



提
婆
達
多

金
銭
的
余
裕
は
な
く

得
な
い
か
ら
で
あ
る

が
あ
る
。

鵜
飼
は
い
と
ほ

世
は
か
く
て
も

の
影
響
も
無
視
で
き

こ
う
し
た
様
々
な

り
返
し
歌
わ
れ
た
の

今
様
は
、
貴
族
社

た
も
の
と
考
え
ら
れ

能
な
貴
族
が
、
そ
う

の
に
対
し
、
い
わ
ゆ

も
っ
た
表
現
を
し
て

歌
う
も
の
以
外
に
つ

な
表
現
の
は
ぐ
く
ま

的
な
経
典
の
解
説
や

広
い
階
層
の
人
々
が

り
、
ま
た
経
典
の
内

と
考
え
ら
れ
る
。
ま

言
葉
を
使
っ
た
り
、

の
今
様

、
生
き
る
た
め
に
は
殺
生
そ
の
他
の
罪

。『
梁
塵
秘
抄
』
に
は
鵜
飼
を
歌
っ
た

し
や

万
劫
年
経
る
亀
殺
し

ま
た
鵜

あ
り
ぬ
べ
し

後
生
わ
が
身
を
い
か
に

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

表
現
の
工
夫
を
し
な
が
ら
、
な
ぜ
提
婆

だ
ろ
う
か
。

会
に
お
い
て
は
、
相
対
的
に
低
い
階
層

る
が
、
寺
院
や
僧
侶
へ
の
布
施
、
仏
像

し
た
功
徳
に
よ
っ
て
地
獄
を
ま
ぬ
が
れ

る
一
般
庶
民
に
は
地
獄
は
必
定
で
あ
っ

い
く
こ
と
。
こ
れ
ら
は
今
様
の
特
徴
と

い
て
も
言
い
得
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

れ
た
背
景
に
は
、
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て

そ
の
成
果
と
し
て
の
書
物
だ
け
で
な
く

身
近
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
た
唱
導
の

容
を
絵
画
化
し
た
法
華
経
美
術
の
よ
う

た
、「
あ
た
」
の
語
に
つ
い
て
ふ
れ
た

繰
り
返
し
の
表
現
で
苦
労
を
強
調
す
る

を
お
か
さ
ざ
る
を

次
の
よ
う
な
今
様

の
首
を
結
ひ

現

せ
ん
（
三
五
五
）

う
に
思
わ
れ

今
様
を
支

か
、
極
悪
人

た
と
い
う
輝

き
と
と
も
に

達
多
は
今
様
に
繰

か
ら
生
ま
れ
て
き

や
経
の
供
養
が
可

る
手
段
が
あ
っ
た

た
。
功
徳
を
積
む

（
二
八
三

の
よ
う
に
、

る
地
蔵
へ
の

が
、
極
悪
人

な
っ
た
の
で

一
一
八
番
今

獄
に
堕
ち
た

し
て
提
婆
達
多
を

そ
し
て
こ
の
よ
う

行
わ
れ
た
、
学
問

、
む
し
ろ
、
よ
り

よ
う
な
も
の
が
あ

な
も
の
が
あ
っ
た

よ
う
に
、
釈
教
歌

む

現

む
（
四

こ
れ
は
鵜
の

い
う
幾
重
に

い
手
自
身
に

わ
が
身

羅
陀

な
ど
、
実
感
の
こ

鵜
飼
は

る
。

え
た
人
々
は
自
ら
の
罪
を
自
覚
し
て
い

提
婆
達
多
に
共
感
を
寄
せ
、
そ
の
悪
事

か
し
い
過
去
、
あ
る
い
は
仏
に
な
る
と

称
賛
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で

）地
獄
必
定
を
前
提
と
し
た
上
で
、
唯
一

信
仰
心
を
歌
っ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の

提
婆
達
多
へ
の
強
い
関
心
と
、
そ
の
積

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
獄
は
必
定
と
い

様
の
「
あ
は
れ
な
れ
」
に
つ
い
て
新
間

ま
ま
苦
し
む
こ
と
を
ふ
ま
え
る
」
と
す

世
は
か
く
て
も
あ
り
ぬ
べ
し

後
世
わ

四
〇
）

餌
に
す
る
亀
を
殺
し
、
鵜
の
首
を
し
ば

も
重
な
っ
た
鵜
飼
の
罪
を
歌
い
、
地
獄

重
ね
合
わ
せ
て
嘆
い
た
も
の
で
あ
る
。

は
罪
業
重
く
し
て

終
に
は
泥
犂
へ
入

山
な
る
地
蔵
こ
そ

毎
日
の
暁
に

悔
し
か
る

何
し
に
急
い
で
漁
り
け
む

七
る
か
ら
こ
そ
、
こ
と
の
ほ

よ
り
も
釈
迦
の
師
で
あ
っ

い
う
未
来
を
捉
え
て
、
驚

あ
る
。

地
獄
に
訪
れ
る
菩
薩
で
あ

よ
う
な
人
々
の
罪
の
自
覚

極
的
評
価
を
生
む
も
と
と

う
観
念
を
背
景
に
お
く
と
、

進
一
が
「
五
逆
の
罪
で
地

る
読
み
も
う
な
づ
け
る
よ

が
身
を
い
か
に
せ
ん
ず
ら

っ
て
鮎
を
と
ら
せ
る
、
と

に
落
ち
る
べ
き
身
を
、
歌

ま
た
、

り
な
ん
ず

入
り
ぬ
べ
し

必
ず
来
り
て
訪
う
た
ま
へ

万
劫
年
経
る
亀
殺
し
け



お
い
て
も
、『
宝
物

ふ
れ
た
。

中
世
の
文
学
『

新
日
本
古
典
文

よ
る
。

大
日
本
仏
教
全

中
世
の
文
学
『

提
婆
達
多

注

真
福
寺
善
本
叢

る
。真

福
寺
善
本
叢

る
。新

日
本
古
典
文

一
九
九
三
年
）
に

と
そ
の
前
後
｜
」

集
』
と
『
梁
塵
秘
抄
』
今
様
の
表
現
の
類

雑
談
集
』（
三
弥
井
書
店

一
九
七
三
年
）

学
大
系
『
三
宝
絵

注
好
選
』（
岩
波
書
店

書

第
九
十
二
巻
（
鈴
木
学
術
財
団

一
九

三
国
伝
記

上
』（
三
弥
井
書
店

一
九
八

の
今
様

刊
四
『
中
世
唱
導
資
料
集
』（
臨
川
書
店

刊
二
『
法
華
経
古
注
釈
集
』（
臨
川
書
店

学
大
系
『
宝
物
集

閑
居
友

比
良
山
古

指
摘
が
あ
る
。
拙
稿
「
地
蔵
の
今
様
｜『
梁

（『
梁
塵

研
究
と
資
料
』
第
一
八
号

二
〇

似
に
つ
い
て
簡
単
に

に
よ
る
。

一
九
九
七
年
）
に

七
二
年
）
に
よ
る
。

七
年
）
に
よ
る
。

二
〇
〇
〇
年
）
に
よ

二
〇
〇
〇
年
）
に
よ

人
霊
託
』（
岩
波
書
店

塵
秘
抄
』
四
十
番
歌

〇
〇
年
一
二
月
）
に

八


